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亙i蝸tCi正㎝胞rの発行に向けて組織委員会開催

明けましておめでとうございます｡いよいよ1990年に

はいり,第29回IGCまで残り965日(1990年1月1日現在)

とたりました｡今年もよろしくお願い致します｡

昨年に発足しました準備体制もようやく軌道に乗りは

じめ,最も大切た第一のステップであるファｰスト･サ

ｰキュラｰの編集も順調に進められています｡この内容

は,工月23目に開かれる第4回組織委員会で検討された

あと印刷され,3月末には国内･外に発送される予定に

たっています｡

科学プロゲラムの編成について

前回のニュｰスNo.3でお知らせしました｢科学プロ

グラム｣の編成について,最終原稿で一部変更がありま

した｡まず,区分のうち,｢学際シンポジウム｣と｢領域

別シンポジウム｣は,最終原稿ではrシンポジウムI｣,

rシンポジウム]I｣と呼ばれています｡内容は変わりあ

りません｡

なお,シンポジウム1Iは,以下の24の分野に区分され

ています｡()内はテｰマ数｡
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HistoryofGeosciencesは,LectureSeriesのカテゴ

リｰで行われることにたりました｡

写真ファｰスト･サｰキュラｰの表紙(案)

次に,｢ポスタｰセション｣は,従来考えていた独立

の区分はやめて,プログラム上では上記シンポジウムの

IかIIの中に含めることとしました｡応募者にOra1ま

たはposterの希望を書いてもらうことになります｡た

だし,科学プログラム委員会の判断で,どちらかに振一り

換えたり,場合によっては,希望したセクションやシン

ポジウムも変更することカミあります｡

応募論文は,従来のIGCにおけると同様に,科学プロ

グラム委員会で審査致します｡

地質巡検について

本巡検は,島弧の変遷とプレｰト境界域の地質現象を

実地に見ることを目的に,国内72コｰスと,海外は韓国

とフィリピンでそれぞれ1コｰスが提案されています｡

これらのコｰスは,サｰキュラｰのアンケｰトの結果に

よって変更されます｡詳細は次号で｡
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